
PRESS RELEASE 
 報道関係者各位                （株）やます  2024 年 5 月 13 日(月) 

千葉の竹林と共生する新たな美味の創造 

 - 「竹切物語」メンマの製造開始 

 

 

 

 

 

 

 

 

千葉の「食」のお土産を中心に、3000 品を超える商品の製造・流通・店舗運営を手掛ける株式会社やます（千葉

県市原市 代表取締役 諏訪聖二）は、竹林整備プロジェクト「食べる竹林整備」において、メンマの加工を江戸時代

から続く老舗、小川屋味噌店と開始しました。小川屋味噌店は、やますのグループ会社でもあり、このプロジェク

トでは、金山寺味噌の製造過程で生じるたまりを活用し、千葉県ならではの独特の風味を持つメンマを生み出して

います。 

千葉県はその豊かな自然環境として知られていますが、同時に竹林が災害時のリスクや野生動物による被害をもた

らす問題も抱えています。やますと小川屋味噌店は、これらの問題に対応し、地域社会との共生を図るため、竹林

の持続可能な管理とその資源の有効活用を目指します。 

本プロジェクトでは、過成長した竹の子を選定し、収穫後、伝統的な塩漬け工程を経て、特有の発酵技術によりメ

ンマへと加工されます。2023 年度は約 30 トンの竹を伐採し、そのうち 5 トンをメンマに変換しました。これによ

り、災害リスクの軽減と地域の食文化の継承に寄与しています。 
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小川屋味噌店について： 

小川屋味噌店は創業以来 170 年以上にわたり、千葉県で伝統的な味噌と発酵食品の製造を行っている老舗です。や

ますグループの一員として地域の食文化の継承と革新を重視し、持続可能な食の未来を模索しています。 

 

今後の展望 

株式会社やますと小川屋味噌店は、このプロジェクトを通じて、地域の自然資源を活用し、地域経済に貢献すると

ともに、千葉県の食文化を広く伝えていくことを目指しています。竹林整備プロジェクト「食べる竹林整備」は、

千葉県の美しい自然と豊かな食文化を守るための重要な一歩です。今後も、地域社会と密接に連携し、持続可能な

発展を目指していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

竹切物語 

160g 600 円（税抜） 
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会社情報 株式会社やます 

1969 年（昭和 44 年）4 月に創業者・諏訪

廣勝により観光土産製造卸売業「諏訪商

店」として創業。2015 年（平成 27 年）6

月に「株式会社やます」を設立。「千葉の

美味しいを大切に」「何気ない日常を特別

に」をスローガンに掲げ、2020年（令和 2

年）に創業 50周年を迎えた。 

http://www.yamasu.com/index.html 

■商品カタログはこちら 

http://www.yamasu.com/ebook/2022/?pNo=1 

 

■運営店舗一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜本リリースに関するお問合せ先＞ 

株式会社 やます 担当：柴崎 

TEL：0436-21-2637/FAX：0436-21-6543 

080-5909-4125 

E-mail：shibasaki@yamasu.com 
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